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北
朝
鮮
に
よ
る
邦
人
拉
致
被
害
者
の
調
査
に
係
る
報
告
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
五
月
二
十
九
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ
れ
た
日
朝
協
議
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
は
「
拉
致
問
題
は

解
決
済
み
」
と
し
て
き
た
従
来
の
立
場
を
変
え
、
「
日
本
人
に
関
す
る
全
て
の
問
題
を
解
決
す
る
」
と
の
立
場
に
転
換
し
、
誠

実
な
調
査
を
行
う
こ
と
を
、
両
国
政
府
は
文
書
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
月
二
十
九
日
、
我
が
国
と
北
朝
鮮
に
よ

る
外
務
省
局
長
級
協
議
（
以
下
、
「
協
議
」
と
す
る
。
）
が
中
国
は
瀋
陽
で
開
催
さ
れ
た
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆

質
一
八
七
第
一
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

種
々
報
道
に
よ
る
と
、
「
協
議
」
に
お
い
て
、
我
が
国
側
は
拉
致
被
害
者
を
最
優
先
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
調
査
結
果
を
早

く
伝
え
る
こ
と
を
求
め
、
北
朝
鮮
側
は
調
査
を
担
う
特
別
調
査
委
員
会
（
以
下
、
「
特
別
委
員
会
」
と
す
る
。
）
に
よ
る
活

動
の
現
状
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
に
関
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
九

日
に
瀋
陽
で
開
催
さ
れ
た
日
朝
外
交
当
局
間
会
合
に
お
い
て
、
日
本
側
か
ら
は
、
北
朝
鮮
側
が
拉
致
被
害
者
を
始
め
と
す
る

全
て
の
日
本
人
に
関
す
る
包
括
的
か
つ
全
面
的
な
調
査
を
迅
速
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
通
報
す
べ
き
旨
強
く
求
め

た
。
そ
の
際
、
全
て
の
分
野
に
お
け
る
調
査
が
重
要
で
は
あ
る
が
、
特
に
、
拉
致
問
題
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
北
朝
鮮
側
か
ら
は
、
科
学
的
か
つ
客
観
的
な
調
査
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

一



ま
た
、
具
体
的
な
調
査
結
果
を
報
告
で
き
る
段
階
に
は
な
い
が
、
調
査
の
現
状
に
つ
い
て
は
平
壌
を
訪
問
し
て
特
別
調
査
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
面
談
す
れ
ば
よ
り
明
確
に
聴
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と

し
て
、
い
つ
平
壌
を
訪
問
す
る
考
え
で
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

本
年
七
月
、
「
特
別
委
員
会
」
に
関
し
、
北
朝
鮮
は
①
拉
致
被
害
者
、
②
行
方
不
明
者
、
③
日
本
人
遺
骨
問
題
、
④
残
留

日
本
人
・
日
本
人
配
偶
者
の
四
つ
の
対
象
ご
と
に
分
科
会
を
設
け
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
、
特
に
拉
致
被
害
者
に
関
す
る

北
朝
鮮
の
調
査
結
果
の
報
告
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
国
政
府
に
対
し
て
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

右
の
①
か
ら
④
の
対
象
に
関
し
、
五
月
の
協
議
、
七
月
の
協
議
で
、
具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
調
査
結
果
を
我
が
国
側
に
伝
え

る
か
、
日
朝
間
で
約
束
は
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
平
成
二
十
六
年
五
月
及
び

七
月
の
日
朝
政
府
間
協
議
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
『
具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
調
査
結
果
を
我
が
国
側
に
伝
え
る
か
』
の
合
意

は
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
日
朝
間
で
右
の
よ
う
な
合
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
、
な
ぜ
我
が
国
側
か
ら

「
遅
い
」
、
「
誠
意
が
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
る
の
か
。
正
確
な
事
実
に
基
づ
か
な
い
我
が
国
側
の
認
識
が
、
拉
致
問

題
の
解
決
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

拉
致
問
題
の
よ
う
に
、
極
め
て
機
微
に
触
れ
る
問
題
に
関
し
、
二
で
触
れ
た
よ
う
に
、
我
が
国
側
か
ら
世
論
を
煽
り
、
一

二



方
的
な
期
待
を
先
行
さ
せ
る
よ
う
な
流
れ
が
出
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
の
解
決
に
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


